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Nyandson 2022
にゃんポーカーを作ろう！
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本日つくるものの完成イメージ
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注意事項

• 1時間で全てを削除した場合、AWS料金は1USドル程度の見込みです。か
ならず最後にご案内するリソース削除の手順を実施願います。

• にゃんポーカーは、アクセスする毎に料金がかかります。自分で遊ぶ程度
であれば少額ですが、SNSなどインターネットにURLをアップロードすること
はお控えください
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では、はじめてみましょう
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構築手順

1. Cloud9作成
2. 環境設定
3. Backendデプロイ
4. Frontendデプロイ
5. 画像登録
6. コードを修正して再デプロイ
7. 削除
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1-1

• AWSマネジメントコンソールにサインイン
• 上部のテキストボックスから”Cloud9”を検索し、AWS Cloud9の画面へ遷移
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1-2
”Create environment”をクリックし、Nameに”nyantech”など適当な名前を入力し
て”Next step”へ
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1-3
”Configure settings”で”InstanceType”を”t3.small”に設定し、その他は変更せず
に”Next step”
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1-4
内容を確認して”Create environment”

作成に3分程度かかります
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2-1
Cloud9が開いたら、左ペインの歯車アイコンをクリックし、”Show Hidden Files”にチェック
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2-2
File->Upload Local Files..で、ソースコードをアップロード



© 2017, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

2-3
画面下部のターミナルから、アップロードしたzipをunzip

$unzip nyantech2022-main.zip
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2-4
展開したファイルツリーに含まれるresize.shを用いて、Cloud9のディスクスペースを拡大

$cd nyantech2022-main/tools
$bash resize.sh 50
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3-1
ターミナルでbackendディレクトリに移動し、CDKなど依存モジュールをinstall

$cd ../backend
$npm ci
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3-2
CDKのBootstrapを実行

$npm run cdk bootstrap

※この作業は、CDKを当該アカウントの当該リージョンで初めて使用する場合のみ必要です

※この作業には5分程度かかります

※backendディレクトリで作業してください
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3-3
CDKによるBackendのデプロイを実行

$npm run cdk deploy BackendStack

※途中でy/nを訊かれた時には、yを入力してください

※デプロイに10分程度かかります

※backendディレクトリで作業してください
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本日作るもののアーキテクチャ

Frontend

S3CloudFront

WebBrowser

Backend

S3CloudFront Lambda

LambdaAPI Gateway

DynamoDB

HTML, JSなど静的な
Webコンテンツ配信用

画像格納、配信用

画像情報登録関数

APIハンドラ関数

ブラウザ(Webページ)
からのAPIリクエスト
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3-4
Backendデプロイ完了時のOutputをメモ

完了時、ターミナルに”Outputs”が表示されます。こちらをコピーしてメモしてください
画像配信用のドメインと、APIのエンドポイントです
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4-1
エディタでfrontend/app/.envを開き、前手順でメモした値をそれぞれ設定

VUE_APP_API_BASE_URL=<BackendStack.WebApiEndpointxxxxの値>
VUE_APP_CLOUDFRONT_BASE=https://<BackendStack.ImageDistributionxxxxの値>
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4-2
ターミナルでnyantech2022-main/frontend/appに移動し、Frontendアプリケーション
の依存モジュールをinstallし、ビルド

$cd ../frontend/app
$npm ci
$npm run build
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4-3

ターミナルでnyantech2022-main/frontend/infrastructureに移動し、依存モジュール
をinstallし、デプロイ

$cd ../infrastructure
$npm ci
$npm run cdk deploy FrontendStack

※途中でy/nを訊かれた時には、yを入力してください
※デプロイに10分程度かかります
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4-4
Frontendのデプロイが完了後、ターミナルに出力されるドメインをコピーしてWeb
ブラウザからアクセス



© 2017, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

5-1
AWSマネジメントコンソール上部のテキストボックスから”s3”を検索し、
Amazon S3の画面へ遷移
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5-2
”backendstack-imagedist”ではじまるバケットを開く
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5-3
“Upload”をクリックし、用意された全画像と”map.yml”をアップロード

※数が多いため、1分程度かかります
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5-4

NyanPokerにアクセスしていたブラウザタブをリロードしてくださ
い。画像が5枚表示されたら成功です。しばらく遊びましょう
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6-1
Cloud9を開いて、 nyantech2022-main/backend/lambda/webapi/poker.py をエ
ディタで開いて編集

(ここでは、役名の後の’!’を、’!!’にふやしてみましょう)
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6-2
ターミナルからbackendのデプロイを再度実行

$cd ../../backend
$npm run cdk deploy BackendStack
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6-3

再度NyanPokerをひらき、結果が変わることを確認しましょう
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環境削除
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7-1

$cd ../frontend/infrastructure
$npm run cdk destroy
$cd ../../backend
$npm run cdk destroy

NyanPoker本体をCloud9のターミナルからコマンドで削除
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7-2
マネジメントコンソールからCloud9を削除
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7-3
S3マネジメントコンソールから、cdk boostrapで作成されたS3 バケットを”Empty”


